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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、航空機を用いて、甚大な災害をもたらす台風の直接観測を実施し、台風の進路だけでなく

強度についても予測を改善することを目的としている。 

これまでの成果として、２０１７年台風第２１号と２０１８年台風第２４号という日本にも大きな被

害をもたらした２つの大型台風に対し、新規に開発したドロップゾンデを用いてそれぞれ複数回の直

接観測を成功させた。さらに、得られた２０１７年の観測データを用いた同化・予報実験を行い、中心

付近の最低気圧の２４時間先以上の予報精度の向上に対するドロップゾンデ観測データの有効性が気

象庁による速報値データに対して示されるなど、研究は順調に進展している。一方で、２０１８年台風

第２４号の際にはエアロゾルに関する基礎的な観測データが得られたものの、ドローンによる波しぶ

き観測によって海面フラックスが台風強度に与える影響を特にエアロゾルに着目して明らかにしよう

という当初の研究計画は変更して縮小することとした。ただし、荒天下でのドローン観測の現時点での

技術的困難さとエアロゾルが地表面フラックスに及ぼす影響により想定されるインパクトに鑑みて、

当該観測計画の縮小は妥当と判断する。 


